
 

 

 
 

 

『木箱の中の鉛筆たち』（7 月11 日）を振り返って・・・ 

●自分もこの木箱の中にいっぱい使った鉛筆を残していたお父さんのように自分もいっぱい失敗などして自分にし

かない才能を見つけたいと思う。自分の持っている才能を開花させたいと思った。（１組女子） 

●僕も才能が一切ないから自分に不満を持っていた。でも，才能は自分で作り出すものなんだと分かった。だから努

力して自分の才能を作り出していきたい。（１組男子） 

●落ち込んでいる娘を父が勇気づけているのが温かくていいなと思った。訓練によって得られた能力も才能と言うと

知れてよかったと思う。努力して才能をもてたらいいなと思った。（２組女子） 

●上手い，下手，人によって違いがあるし，生まれ持ったものは違うかもしれないけど，「努力する」という才能は

誰にでもあると思った。なので，諦めずに努力していきたいです。（２組男子） 

●自分の才能を作ることも出来るんだなと思いました。一度挫折することも才能を作る中で大切なんだと思いました。

自分に才能がないと感じても、そこからの努力で才能の有り無しは変わってくると思います。努力をしないと才能

は作れないんだなと思いました。才能のある人と自分を比べてはいけないなと思いました。 

（３組女子） 

●（３組男子）「努力に裏切られることはない。ただ今のお前が，努力しようと思った時のお前を裏切っただけだ。」

という言葉を思い出しました。 

●自分には才能がないからと言ってあきらめるんじゃなくて，才能がないからこそ努力して才能を生み出すことが夢

の実現へとつながるんだと思いました。周りの人と比べて落ち込まず，自分らしく努力できるようになりたいと思

いました。（４組女子） 

●自分も今まで「これの才能がない」とか「これは才能ある」とか思うことがあったけど，才能があると感じること

は小さい頃からずっと続けていることだったりして，知らぬうちに自分で磨いていたんだなと感じました。できる

かできないかは自分次第と考えていきたいと思いました。（４組男子） 

●努力する，頑張る，という言葉は言うだけでは証にならないのだと思った。努力をしていたら何かが残る。その残

ったものが自分の努力の証になるのだと思う。他人に認められたら努力や頑張りが実るというのもそうだけど，自

分だけが知っている努力の証もいいものだなーと思った。「才能があってすごいなー」という言葉はいい言葉だけ

ど，努力している人にしている人にしたらあまりいい言葉ではないのかな。頑張るといっても何を頑張るのか。“何”

が重要な部分だと思う。才能が欲しいーではなく，努力できるようになりたい。（５組女子） 

●僕は「大乱闘スマッシュブラザーズ」が上手いから，天才と言われることがあるけど，僕は幼い頃からやっている

から上手いのであって，決して最初から上手いじゃないことを知ってもらいたい。また、美術の時間にいろんなこ

とで才能が欲しいと思っていたけど，それは自分の努力が足りていないだけのことだったのが分かった。 

（５組男子） 

●私は，「才能」を持っている人がいるとうらやましいなとか，自分には才能がないから無理といつもマイナス思考

になってしまうけれど，夢を叶えるためには，才能だけじゃなくて，自分がどれだけ努力するかが大切なんだと思

った。努力から生まれる才能を磨いていこうと思う。（６組女子） 

●才能は失敗があるから開花するのだと思いました。だから，いっぱい失敗しようと思ったし，失敗するには挑戦し

ないといけないので，挑戦もたくさんしようと思いました。（６組男子） 
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前向きになれる曲です。よかったら聴いてみてください。  ♪SEAMO『Continue』 

 

あきらめる?  あきらめない?  決めるの自分 広げてもいないんじゃない?  その地図 

失敗を顧みず 追えば追うほど輝き増す夢 でも夢じゃない 追いかけるのもたやすい事じゃない 

しかし やってもないのに愚痴るばかり  実は夢追いかけたいのに 

 

口癖の様に言う「どうせ」 物事暗く悪い方へ そう思うのはむしろ簡単 早いよ自分見切る判断 

そんなアンサー つまりネガティブ思考 捨てて今日から前向きにいこう 

絶えず聞こう 胸の奥 聞こえるだろう 力強い意志がノックノック 

 

やれるやれる まだやれる 心の底で力をためる そしてかなえる 君の人生 費やした時間をたたえる 

負けたら終わりじゃなくて やめたら終わりなんだよね どんな夢でもかなえる魔法 それは続けること 

苦しみ 悲しみ その先見える光 自分の道 ずっとずっとコンティニュー 

 

君はまだ 自分の可能性 試してないんだ you know I'm saying?  

せっかく生まれてきたなら もう少し頑張ってみな 

時にバカにする奴もいるだろう ならば見せてやれ悔し涙を そして笑え むしろチャンス 

言ってやりなよそいつに 「サンキュー」 

 

泣いた後でも問題ない 格好良いじゃん 隠すのもったいない 顔をあげて 毅然とした態度で 最高の大声で叫べ 

 

負けたら終わりじゃなくて やめたら終わりなんだよね どんな夢でもかなえる魔法 それは続けること 

苦しみ 悲しみ その先見える光 自分の道 ずっとずっとコンティニュー 

 

出来ないからやらないんじゃない 出来ないからこそやるんじゃないの? 

格好悪くても やってみようよ 君が思うより 君は強いんだよ 

勝つか負けるかじゃなくて やるかやらない なんだよね どんな夢でもかなえる魔法 あきらめないこと 

前向き 胸張り 一歩一歩踏み出し 自分の道 ずっとずっとコンティニュー 

「どうせ自分には才能ないし…。」，「あの人はいいよな～才能あって。」生きていて，言ったことありませんか？この言

葉。“才能”と聞くと，生まれつき持ち合わせたもののように思えてきますが，実は違うようですね。今回は「木箱の中の鉛

筆たち」という読み物を通して，諦めずに頑張り続けることの尊さについて考えました。悩む娘に対して，父親の言った言

葉，今の自分たちの心にスッと届いたのではないでしょうか。「才能がないと気づいたら，こうやって才能をつくりなさい。」

あなたが今頑張りたいことは何ですか？成し遂げるためには，何が必要ですか？３年生の夏，充実させてくださいね。 


